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しょめい ちょしゃ しゅっぱんしゃ せいきゅうきごう ないよう

コッコさんのともだち 片山健／さく・え 福音館書店 Ｓｴﾎﾝ

　コッコさんは、ほいくえんでひとりぼっち。あるひ、コッコさんはアミちゃん
をみつけます。ふたりのふくのいろはおんなじでした。ふたりは、だんだん
うれしくなってきました。

きみなんかだいきらいさ
ジャニス・メイ・ユードリー／ぶん
モーリス・センダック／え
こだま　ともこ／やく

冨山房 Ｓｴﾎﾝ

　ジェームズとぼくはいつもなかよしさ。だけどきょうはちがう。ジェームズ
なんかだいきらいさ。だっていつだっていばりたがるんだ。クレヨンもいっ
ぽんもかしてくれない。きょうからジェームズはぼくのてきだ。だけどもう
ジェームズとあそべないのかな。

とん　ことり
筒井　頼子／さく
林　明子／え

福音館書店 ｴﾎﾝ/ﾊ

　かなえは、やまのみえるまちにひっこしてきました。かなえにとってなに
もかもしらないものばかり。あるひ、ゆうびんうけにはなたばがおくられて
きました。そのつぎのひも、はなたばやてがみまではいっていました。おく
りものをくれたひとはいったいだれでしょう？

ぜっこう
柴田　愛子／文
伊藤　秀男／絵

ポプラ社 ｴﾎﾝ/ｲ

　がくは、しゅんたろうにいった。「あたまにきた。ぜっこうする。」そのひか
ら、しゅんたろうはげんきがなくなっていく。せんせいが「ゆるせないって
よっぽどのことだよ」という。だけど、しゅんたろうは、じぶんかってだ。ぜっ
こうってきめたんだ。でも・・・

いっしょならもっといい
ルイス・スロボドキン／作
木坂　涼／訳

偕成社 ｴﾎﾝ/ｽ

ぼく、ひとりであそべます。でもふたりなら、もっとたのしくあそべます。て
がみをかけばよんでもらえる。ブランコがひとりでこげなくても、おしてあげ
ればたかーくこげちゃう。ボートだってふたりなら、せかいをぐるっとひとま
わり！いっしょってたのしいな。

一
イチ

ねんせいになったら
まど　みちお／詞
かべや　ふよう／絵

ポプラ社 ｴﾎﾝ/ｶ

　ともだちひゃくにんできるかな？ひゃくにんしょうがっこうにはるがきて、
ピカピカのランドセルのこどもたちが、おにぎりをたべて、かけっこをして、
おおきなこえでわらっています。「一ねんせいになったら」のうたが、げん
きいっぱいのえほんになりました。
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テーマ　　ともだち


